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級，暦年 9 階級，およびこれによって生じる出生コホート 20 階級の形にして用いた。また，予防介入効果





した；（2）冠動脈硬化性心疾患の暦年効果は 985 年から 990 年にかけて減少が始まったが，これは脳血管
疾患の 975 年から 990 年にかけてよりも遅く，また，その減少は強介入地域の方が非介入地域よりも急激
であった；（3）強介入地域における女性の非線形出生コホート効果は，冠動脈硬化性心疾患および脳血管疾
患について 898 出生年－ 928 出生年において減少しているが，その後顕著に増加している。これに対して
男性は冠動脈硬化性心疾患について，93 出生年において変動しその後減少しているが，冠動脈硬化性心
疾患の方が脳血管疾患よりもが新しい出生年において減少していた。
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（考察）
　脳血管疾患および冠動脈硬化性心疾患の死亡率について，出生コホート効果の減少が男性女性ともに見ら
れた。これは 960 年以降始まった地域における予防のための介入教室などにより生活習慣関連の危険因子
への曝露が変化したためと考えられる。脳血管疾患について，若年および中年の出生コホート効果が変動を
示したのは，危険因子による代謝系疾患の増加による影響を受けたのではないかと考えられる。出生コホー
トに関して，全体としては減少傾向として認められたが，冠動脈硬化性心疾患および脳血管疾患は，943
出生年以降の出生コホートにおいて増加傾向を示していた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　年齢－年次－出生コホート解析（APC 解析）は，疾患の罹患や死亡に年齢，暦年，および出生コホート
がどのように影響を与えているかを明らかにするために有用な統計モデルである。これは従来の記述的解析
では不可能であった，年齢，暦年，および出生コホートの独立した影響を求めることができる。これまで，
がんをはじめとするさまざまな疾患に対して APC 解析は用いられているが，日本人を対象とした心疾患，
脳血管疾患死亡にこの手法を用いた研究は非常に少なかった。
　本研究により，年齢－年次－出生コホート解析が，脳血管疾患と冠動脈硬化性心疾患の死亡率の減少傾向
や，地域における予防介入の効果を明らかにするために役立つことが示された。特に，地域における健康教
育・疾病予防の介入が，943 年の出生年以降の中年層に対して，さらに強化される必要があることを示し
たことは高く評価されるものであり，更なる研究の発展が期待できる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
